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はじめに

現在，HDDはPCのもっとも基本的かつ必須なデバイスの一

つです．そのインターフェースであるATA（AT Attachment）

規格は，PCの I/Oインターフェースの構成やロードマップに

少なからず影響を与え，かつ与えられる要素です．

パラレルからシリアルへ変化し，高速化したATA規格であ

るSerial ATA（以下，SATA）も，そのような背景の中から誕

生しました．

踏み込んだ内容については，本章の後半で触れますが，Serial

ATAは現在の PCで大成功を収めた IDE（Integrated Drive

Electronics．従来のパラレルのATA．最近ではSerial ATAに

対して，Parallel ATAやPATAとも呼ぶ）をスムーズに先端的

なインターフェースに生まれ変わらせ，移行させるかという命

題を背景に誕生したといえます．

Serial ATAは，1999年ごろ，Intel社およびAPT technologies

社（米国のカリフォルニア州サンタクルーズにあったSeagate

社のスピンアウト, 現在は Vitesse社）を中心メンバとした

SATA Working Groupにより仕様が検討されてきました．日

本からはSteering（Board）メンバとしての参加はありませんで

したが，富士通などのHDDベンダが当初からのContribution

メンバとして仕様策定に貢献してきました．

SATAは，IDE特有の問題や，PC用としてのコスト問題など

を考慮した，いくつかの“コロンブスの卵”的なアイデアと割り

切りで成功したインターフェースとして，成長途上にあります．

本章では，このSerial ATA（Serial ATA 1.0a版）の仕様につ

いて解説していきます．仕様書は，下記のWebサイトからダ

ウンロードできます．

http://www.serialata.org/specifications.asp

IDEについては詳しく書かれた書籍などがすでにあるため，

本章では読者の方々がある程度 IDE（PATA）に関する知識を

持っていることを前提に，おもに IDEと SATAの違いに注目

して説明を進めていきます．

また，インターフェースの仕様は物理層（信号層）から説明を

開始する場合が多く見られますが，ここではコマンド層，すな

わちホスト側のソフトフェア，あるいはデバイス側の上位コン

トロール層（一般的にはファームウェア）からの視点で説明して

いきます．以下，とくに断りがないかぎり，ソフトウェアはホ

スト側のソフトウェアを，ファームウェアはデバイス側の上位

コントロール層を指します．

コマンド層

IDEのコマンド層から見た特徴は，すべての制御レジスタ（タ

スク・ファイル・レジスタ： Task File Register，TFR）が

CPUのアドレス空間（あるいは I/Oポート空間）にマッピング

されていることです．CPU上のソフトウェアは，このレジスタ

を直接リード/ライトしてデバイスを制御します．このタスク・

ファイルがデバイス側のファームウェアからも同時に参照され

ます（図1）．

この軽くシンプルなインターフェースが，CPUパワーが貧弱

であった当初のPCで有効であり，そして成功した理由です．

データの転送さえタスク・ファイルのデータ・レジスタをリー

ド/ライトして行われていました（PIOモード）．

コマンド発行から完了までのタスク・ファイルへのアクセス

方法は，当初はいろいろな（一般的でない）使い方もあったかも

しれません．しかし，一般的には，まずソフトウェアがタスク・

ファイルに発行すべきコマンドのパラメータ一式を書き込み，

最後にコマンド・コードを書き込む，という方式です（図2）．

ここで初めてファームウェアがタスク・ファイルに書き込ま

れた内容を参照してコマンドを実行します．コマンドがデータ

転送を伴う場合，それもタスク・ファイルを経由してハンド

シェイクを行い，最後にコマンド実行が完了したところでファー

ムウェアが実行結果（ステータス）をタスク・ファイルに反映し
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てコマンドを完了します．

コマンド発行前はステータスは50h（Busy＝OFF）であり，

実行中は D0h（Busy ＝ ON），完了で元の 50h に戻ります．

Busy中は次のコマンドは発行できません注 1．

Serial ATAのコマンド・プロトコルは，この IDEの典型的

なコマンド・シーケンスから発想されています．Serial ATAの

場合，TFRは二つ存在することが概念上の大きな特徴となって

います．すなわち，HBA（Host Bus Adaptor，ICHなど）側に

存在するシャドウ・タスク・ファイル・レジスタ（Shadow Task

File Register：以下，シャドウTFR）とデバイス側の（本来の）

TFR（区別のため，以下，デバイスTFR）です（図3）．

ソフトウェアからはシャドウTFRのみが直接アクセス可能

です．逆にファームウェアからは，デバイスTFRのみがアク

セス可能です．この二つのTFRは，コマンド発行時と完了時

に 2種類のRegister FIS（Frame Information Structure）によ

りお互いにコピーされます．また，PIOデータ転送時など，必

要に応じて両者の内容が一致するようにコピーが実行されます．

このコピー機能を，Fibre ChannelやギガビットEthernetな

どの通信制御と類似した階層に定義したものがSerial ATA規

格の要点といえるでしょう．各階層は，以下のような一般的な

通信制御のサブセットといえる，とてもシンプルな機能をもっ

ています（図4）．

1）トランスポート層

コピーするためのフレームと順序（プロトコル）

2）リンク層

フレームを転送するために，伝送路のアービトレーション

とフロー制御，FIS，制御コードをシリアル伝送しやすいビッ

ト列に変換（8b/10b変換）

3）物理層

ビット列をシリアル・ビット化し，低振幅，ディファレン

シャル信号として転送し受け取る

次に，各層について詳しく説明していきます．

トランスポート層

● フレーム（FIS：Frame Information Structure）
SATAでは，従来の IDEをエミュレートするために以下の

8個のフレームを定義しています．
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図2 IDEのコマンド実行 図3 Serial ATAにおける二つのタスク・ファイル
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注1：実行中でもPIOデータ転送中は58h（DREQ＝ON）であり，そのほかの期間でもデバイスやコマンドによっては58hである．ここでは簡単のため．
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New Products――マイクロソフト，車載情報端末向けOS「Windows Automotive 5.0」をリリース
マイクロソフト（株）は，車載情報端末向けのOS「Windows Automotive 5.0」をリリースした．同OSはWindows CE 5.0をベース
としている．ユーザ・インターフェースをPCで開発できる．


